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気候変動による水道システムへの影響評価と適応策

水質悪化 増水 渇水

【影響評価】

 豪雨による濁度、
病原生物、化学物質濃度
の上昇

 気温上昇によるダム・
貯水池での藻類濃度
上昇にともなう
水質悪化、浄水障害

 渇水、海面水位上昇
による塩水遡上

【影響評価】

 渇水による減断水

 モデル流域による
将来の水量予測

【影響評価】

 豪雨、台風等での水道
施設への被害（冠水、
配水管の破損、停電）

 断水被害の調査、
影響評価

増水・渇水では水質への影響を除く
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【適応策】

 渇水対策マニュアル、
渇水タイムラインの
作成

 渇水リスクマップの
作成

 水道水源林の保全

 代替水源の確保

 水の有効利用（雨水・
再生水の利用含む）

 応急給水体制の整備

 節水機器の導入、
節水意識の向上

【適応策】

 風水害対策マニュアル
の策定

 水害マップの作成

 応急給水体制の整備

 貯水池の運用の最適化

 水道施設の更新、
耐震化、浸水対策

 広域な送水管
ネットワークの構築

 断水に備えた備蓄水

【適応策】

 水安全計画の策定による
危害のリスク評価と
対応方法の整備

 水源管理

 監視強化、
浄水プロセスの強化

 取水制限、給水制限



気候変動対策となる最新技術の実態把握と水道分野への
活用可能性の評価

重要な気候変動影響の項目に合わせ、データセット、モデル、検知技術をリスト化
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活用すべきデータセットの情報を収集



気候変動対策となる最新技術の実態把握と水道分野への
活用可能性の評価（例：藻類発生予測）

重要な気候変動影響：藻類による水質悪化・生物障害の発生
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・クロロフィルa
・水温
・風速
・降水量・・・・

データセットの設定
藻体濃度
実測データ

湖沼B

予測モデルの構築
重要因子の設定

将来予測へ

衛星データ、気象データなど
どのデータセットが有用か
の検証を実施

クロロフィルaをベースとした藻類異常発生の把握が可能かの検証
例：アメリカで開発されたアプリCyANのようなものを日本で開発できるか

「検知技術の検討：文献調査」

活用するデータと検知技術
についての情報収集



カビ臭原因物質産生藍藻類の検出・モニタリング手法の
検証・概要

閉鎖性水域（ダム湖など）

河川流域（上流部）

顕微鏡観察

臭気物質測定

遺伝子解析

現地調査 観察・解析
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検出・モニタリング
手法の構築・検証

PCRをベース
としたモニタリ
ング手法

カビ臭濃度
遺伝子量

カビ臭
産生

カビ臭
非産生

系統解析とカビ臭
産生の関係



水安全計画（WSP）による危害のリスク評価とその対応

水源

浄水処理工程

写
真

給配水

各段階での
リスクの最小化

 WHOが提案（飲料水水質ガイドライン第3版、

2004.9）

 水源流域から消費者に至る各段階でリスク評

価・管理を行う、飲料水の安全管理のための

統合的水質管理手法。食品管理分野の

HACCPの考え方を導入

 WSPの目的

①水源の汚染を最小限にとどめ

②浄水プロセスにおいて汚染を低減・除去し

③配水・給水・利用の各段階での汚染を防止
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全事業者 上水道又は用水供給事業者 簡易水道事業者

36.9

34.8

24.8
42.9 38.257.6

32.1

19.8

3.5

5.2

2.8 1.5
水安全計画策定状況

（令和3年3月末現在）

■策定済
■策定中
■3年以内に着手
■未着手

厚生労働省水道課．令和3年度全国水道関係担当者会議．2022．



WHOとIWAによるWSPに関連した情報交換サイト 8
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Water Safety Portal

https://wsportal.org/

https://iwa-network.org/climate-change/

WSPに関する資料を提供した国々

WSPの実施を支援するオンラインネット
ワーク
 WSPに関する資料
 WSPに関するニュースやイベント

を紹介

気候変動

 WSPに関する複数のプロジェクト
 WSPに関する専門家グループ



気候に対してレジリエントなWSP 9

 WSPは気候変動の適応策の一つ。水道システムに影響を与える可能性のある、

現在および将来の気候の変動と変化に対してレジリエントなWSPプロセス。

 ほとんどの危害原因事象、危害因子、管理措置は、気候変動にかかわらずWSPに

関連している。気候変動の影響は、リスクレベルの変化。

危害原因事象の例 危害因子の例

降水量や強度の増加 濁度

降水強度の増加で流出量が増加し、原水中の有機物濃度が上昇 消毒副生成物

降水強度の増加で、家畜の糞尿の流出量の増加 病原体

貯水池での水温の上昇による藻類の増加 かび臭物質

干ばつ期の長期化、涵養減少のよる原水の希釈率の低下 ヒ素、フッ化物イオン

海面上昇による沿岸河口部での塩水遡上 塩化物イオン

配水システムでの残留塩素濃度の低下 微生物

暑さによる停電やと揚水、浄水・処理システムの障害 各種水質項目

洪水による浄水処理システムの浸水 各種水質項目

WHO. Climate-resilient water safety plans: Managing health risks associated with climate 
variability and change. 2017.



WSPの策定により期待される効果 11

① 安全性の向上
水道システムに存在する危害原因事象を把握し必要な対応をとることでリスクが軽減

② 維持管理の向上・効率化
水道システムに存在する危害原因事象が明確となり、管理方法や優先順位が明らかになる

③ 技術の継承
水質監視、施設管理、運転制御等に関する技術的な事柄が一元的に整理されているため技

術の継承に有効

④ 需要者への安全性に関する説明責任
WSPに基づき管理が行われていること、その記録は常に安全な水が供給されていることを説

明する上で有効

⑤ 一元管理
水道システム全体を総合的に把握して評価するため、管理が一元化・統合化される

⑥ 関係者との連携強化
水源の水質改善や水質異常時の対応等の流域関係者等との連携した取り組みが推進され、

水質管理の向上に資する

これまで以上に良質で安全な水道水の供給が可能となる



WHOによるWSPのガイダンスの翻訳・出版 12

2023年3月1日
発刊予定

2021年12月1日
発刊
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